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審 査 結 果 の 要 旨

多くのグラム陰性植物病原細菌は､タイプⅢ分泌機構(取peⅥ1reeSecre血System,

γⅠ､SS)によって､様々なエフェクタータンパク質を分泌し､さらには植物細胞内に注入す

ることが知られている｡エフェクタータンパク質のうち､品種特異的抵抗性反応を誘導す

るものが非病原力因子があり､aVr遺伝子がこれらの生産を司る｡J由比止以刀00aβ属細菌の

多くが共通して生産するAv畑s3Ⅳ血Aファミリーエフェクターは､互いに相同性が極め

て高いにも関わらず,品種特異的抵抗性反応を誘導するものもあれば､カンキツかいよう

病菌のP也Aのように病徴発現に関与するものもある｡このことから､少なくとも本エフ

ェクターグループは､わずかな環境の違いに応じて､上記のように全く正反対の反応の双

方を司る可能性が考えられた｡最近､いくつかの乃eび血00a5耶血卵eグループの血r

タンパク質や抵抗反応を誘導するエリシタータンパク質(HOPタンパク質)等で､植物

の抵抗反応を抑える働きを持つものが報告されてきている｡そこで､上記血rBs3伊仙A

ファミリータンパク質が､このようなサプレッサー機能を持つか否かについて調べている｡

方法としては,植物に病原性を持たない植物随伴細菌である蝕口血皿00aβ血αnヲα辺5に､

クラスターとなっているタイプⅠⅡ分泌機構関連遺伝子群仏軍)をもつコスミドクローン

を導入し､この形質転換体がタバコ菓で一般(非宿主)抵抗性反応を誘導して､過敏感反

応細胞死(耳押erSenSitiveCe皿Death,HR)を誘導することを確認した後､この形質転換

体にさらにaⅦjお品少仏A遺伝子グループに属するaⅥ助ろaⅦ盈Jβ,及び叩JJのいずれ

かをもつプラスミドを導入した｡これらの二重形質転換体をタバコに接種すると､HRを

誘導できなくなる事を発見した｡申請者は､さらに抵抗性反応の様々な側面での抑制を調
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べるため､植物体内菌数､活性酸素種の生成､フユニルアラニン･アンモニアリアーゼの

生産誘導､植物細胞壁局在性アピラーゼ､パーオキシダーゼの活性､各種抵抗性関連遺伝

子の発現誘轟等に及ぼす影響についても調べて,上記a-d誠坤也A遺伝子ファミリーのサ
プレッサー機能の確認を行ったばかりでなく,これらの抑制の標的が抵抗性反応の極初期

にある事を見いだしている｡また､aⅥづお御仏A遺伝子ファミリーのタバコ案内における

一過性発現から,これらの遺伝子産物は､植物の核に局在すること､また､このエフェク

ターがもつ核局在配列の変異株は､サプレッサー活性を失う事を発見している｡さらに､

申請者は､その他の植物病原細菌のa一灯遺伝子についても､同様な解析によってサブレッ

サー活性を持つ事を見いだし,多くのaw遺伝子が二つの機能を有する事を発見した｡

以上の研究は､植物の品種特異的抵抗性誘導を司るavr遺伝子が､本来の抵抗性誘導の

機能を有するばかりでなく,他の原因によって誘導される抵抗性誘導を抑制するという､

植物一病原細菌の相互作用に全く新しい知見を導きだした意義は大きいと､判断される｡

審 査 結 果 の 要 旨

植物品種の特定病原菌グループ(レース)に対する特異的抵抗性反応は､

病原菌側の非病原力遺伝子とこれに対応する植物側の抵抗性遺伝子の組合わ

せの時にのみ見られるこ これまで非病原力遺伝子がエリシターを生産し､抵

抗性遺伝子がこれに特異的に結合するレセプターを生産すると考えられてき

た｡本論文は､この非病原力遺伝子がエリシター生産としての機能を持つば

かりでなく､この機能とは全く逆の抵抗性反応を抑制するサブレッサーとし

ての機能を持つことを初めて明らかにしたものである｡この発見は､病原菌

が自分を殺すための信号を何故持ち続けるのかというこれまでの謎を解き明

かすものであり､大変注目を集めている｡

具体的には､植物に病原性を持たないア∫g〟ゐ研0〃α∫β〟0柁∬e〃∫に､植物病原細

菌の各種エフェクターを細菌細胞から分泌し､さらに植物細胞内に注入するタ

イプⅠⅡ分泌機構の構成成分を生産するbrp遺伝子群のコスミドクローンをまず

導入し､この形質転換体に｡伽血椚仰∬属細菌に広く分布する〟-〝動物舶非病

原力遺伝子ファミリーを追加導入し､この二重形質転換体の抵抗性反応の誘導

に及ぼす影響を調べている｡その結果､力甲遺伝子群のみ持つ形質転換体が示し

た非宿主抵抗性反応が､いずれのα一曲j々,舶遺伝子を余分にもつ二重形質転換

体はこの抵抗性反応が全く見られなくなる事を発見した｡このことから､これ

らの遺伝子がこのシステムにおいてサブレッサーとして機能する事が考えられ

たので,活性酸素種の生成等の抵抗性反応初期反応やフェニルプロパノイド系

の酵素群の生産増強や関連遺伝子等の転写増大のいずれもが抑制される事を確
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認している｡また､α1γPわ等のその他の非病原力遺伝子についても同様な解析

を行い､広範な非病原力遺伝子がサプレッサー活性を持つ事を見いだし､｢非病

原力遺伝子の二元説｣を提唱した｡これらの研究成果は､品種抵抗性反応の誘

導機構を解明し,遺伝子操作による耐病性品種作成に重要な示唆を与えるもの

である｡以上のことより審査委員全員一致で本論文が岐阜大学大学院連合農学

研究科の学位論文として十分価値のあるものと認めた｡
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